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構成活動による図形の初期指導の在り方に関する研究
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研究の要約
図形の構成活動は， r図形の概念を生成していくことを通して，概念の理解を
深めたり，図形についての思考を高めたりするための構成活動」と「図形の考察
に用いる基礎操作を五感を通して育成するための構成活動」の2つに大き4分け
られると考えられる。特に， r図形の考察に用いる基礎操作を五感を通して育成
するための構成活動」は，基本図形を組み合わせて構成していく活動であり，図
形を考察していくにあたっての基礎操作となる「ずらす(平行移動)J r回す(回転
移動)J r裏返す(対称移動)Jを含んだ活動であり，図形の初期指導ととらえるこ
とができる。この構成活動を充実させることが今後の図形指導において有効であ
るとの考えのもと，第 l学年の「色板ならペ」の単元において，図形の考察に用
いる基礎操作を育成する構成指導の授業デザインについて提案してし、く。
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1 はじめに
小学校の指導内容である初等教学教育にお
いて，深く教材研究を進めて行くにあたって，自
分自身の数学観で，教材研究の進むべき方向
が大きく違ってくる。
教材研究に大きな意味をもっ数学観である
が，この数学観には大きく二つの立場があるの
ではないかと考えている。それは， r数学を既成
の知識体系と観る数学観」と「数学を生成的・創
造的なものと観る数学観」のこつである。前者の
「数学を既成の知識体系と観る数学観」は，数学
を他の学問の道具として使おうとする立場であ
り，一方，後者の「数学を創造的・生成的なもの
と観る数学観」は，数学の新しい分野を開拓しよ
うとする立場である。
前田(1979)は，全ての科学には， r科学を既
成的・応用的なものとしてとらえ，他の学問の道
具に使おうとする立場」と「科学を生成的・発見
的にとらえ，新しいものを開拓し発展しようとする
立場」があることを述べており，前者が「数学を既
成の知識体系と観る数学観1.後者が「数学を創
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造的・生成的に観る数学観」と一致する。
この 21世紀は， 20世紀に比べ，社会が質的
に大きく変化しており，変動の激bい時代であ
る。変動の激しい時代において求められている
のは，今までにはないものを新たに創り出した
り，生み出したりするカである。そのため，教師
は教材を「数学を生成的・創造的なものと観る数
学観」としてとらえていく必要があると考えてい
る。
2 二つの図形観と本研究の目的
今までの図形指導における図形観を，先述し
た「数学を既成の知識体系と観る数学観」と「数
学を生成的・創造的なものと観る数学観」の二つ
の数学観でとらえ直すと，次の二つのようになる
と考えられる。
(1)図形を完成された変換幾何の知識体系に
あるものとしてみる図形観
(2)図形が生成的・創造的に創っていかれるも
のとしてみる図形観
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(1)における図形観は，例えば，具体的な操
作といっても，対応する辺の長さや対応する角
の大きさを調べたり，意味や性質を調べたりと
いった「静的な操作jが中心になって図形を指
導していく図形観であり，図形に関する知識・技
能の確実な習得の指導にはょいと考えられる。
(2)における図形観は，例えば， (1)と同じ具体
的な操作でも，図形を構成していく操作の中で，
図形の概念や性質を生成的・創造的に見出した
り， (1)の静的な操作ではなく，図形をずらす・回
す・裏返す・伸ばす・縮めると言った図形の移動
に関する「動的な操作」を通して，図形概念を形
成したりするく図形指導であり，五感に訴えて，
図形の生成的・創造的な学びのプロセスを大切
にした指導である。
本研究では，ここでの(2)にあたる「図形が生
成的・創造的に創っていかれるものとしてみる図
形観」に立ち，生成的・創造的な図形指導にお
ける初期指導の在り方について研究していく。
3 生成的・創造的に概念形成させていく図
形指導
図形を既存の知識体系としてとらえてし、くので
はなく，図形を構成していく活動を通して，図形
が生成的・創造的に創っていかれるものととらえ
てし、く指導を行うにことには，次のよさがあると考
えている。
①図形が生成されるプロセスをE感をもっ
て体得することができる。
「無」から「新たなもの」を生成してし、く力はこ
の変動の時代に求められている能力である。し
かし， r無」から「新たなものJを生成する過程は
教えられて身につくものではない。この新たなも
のを生成する能力は自分自身で身に付けてい
かなければならないものであり，生成するプロセ
スを五感を通して実感させていくことができる。
② 直観的思考と論理的思考力を養うことが
できる。
図形を構成し，図形を生成していく中で，直
観的に図形の意味や性質をとらえてし、くことがで
きやすくなる。構成し，生成した図形の手順にふ
り返っていく中で，直観的にとらえた図形の意味
や性質の理解が深まるだけでなく，自分の見出
した図形の生成の仕方を分析していく過程を通
すことで，直観的に思考したことが，図形を論理
的に明らかにしていくことになる。このように，直
観的思考から論理的思考という過程が一連の流
れで行うことができるため，これらの二つの思考
力を養うことができるといえる。
③ 学習意欲を喚起することができる。
静的な操作といった図形の活動主義的な指
導に比べ，五感に訴えて図形を生成していく構
成主義的な授業は，図形の概念を生成していく
だけでなく，その図形についてもっと調べていき
たいとし、う児叢の興味や意欲を大きく喚起するこ
とにつながる。学習意欲は，学ぶ心と豊かな心
の育成につながっていく。これらは，知識・技能
や思考力・表現力・判断力の育成の原動力とも
なるものであり，これからの時代において育成す
べきものである。
4 構成活動のもつ意種
図形の構成活動には，大きく次の2つの意義
があると考えている。
(1) r図形の概念を生成していくことを通して，
概念の理解を深めたり，図形についての思
考を高めたりするための構成活動」
(2) r図形の考察に用いる基礎操作を五感を通
して育成するための構成活動」
1つ目の構成活動は，点・線(辺)・面といった
要素を用いて図形を構成していく中で，生成的
・創造的に概念を形成したり，図形の見方・考え
方を育成していくことをねらいとした構成活動で
ある。ここでの構成活動には，静的な操作による
構成活動と動的な操作による構成活動があり，
それぞれのもつ意味あいも変わってくる。
例えば，第2学年「三角形・四角形」における，
不定形の紙を折って，直角や長方形の概念を
生成してし、くための構成活動である。
直角の意味を理解させるために「教科書のよ
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うな角の形をつくろうJと直角を縛成してい〈。
直角
また，長方形の意味を生成的に発見させるた
めに.r不定形の紙を折って教科書のような形を
つくろう」という長方形を構成していく活動を行
う。教科書のような形(長方形)を構成していく過
程が直角を構成してし、く過程をたどっているた
め，構成していった教科書のような形(長方形)
の角がすべて直角であることを五感を通して理
解され，長方形は角がすべて直角である四角形
ということを児童自ら生成されていく。〔 ?
-・
③ a方修
園2 直方形の構膚
2つ目の構成活動は，基本図形を「ずらす(平
行移動)J r回す(回転移動)J r裏返す(対称移
動)Jという図形の動的な見方につながる基礎操
作を育成していくことをねらいとした構成活動で
ある。
ム1込口く〉口
jjþ.~ ム崎β
裏返す 伸ばす・縮める
図3 図形の基礎操作
これら操作は，第5学年の合同(合同変換). 
第6学年の対称図形(合同変換).拡大図・縮図
(相似変換)の概念を生成するにあたって，図形
と図形の関係を考察する際に用いる基礎操作で
あり，動的な見方につながる操作であるため「動
的な操作」と呼ばれる。折ったり，切ったり，かい
たり，測ったりという操作は，図形を静的に考察
するための操作のため.r静的な操作Jと呼ば
れ，図形の操作活動において，動的な操作と静
的な操作を区別し，何を目的としているのかを意
識して指導にあたることが大切である。
5 r動的な見方」の系統
従来の初等教育における図形指導は，先述
した「図形を完成された変換幾何の知識体系に
あるものとしてみる図形観jによる図形指導を
取ってきており，図形の概念や性質などの知識
・技能の習得には一定の役割を果たし，その系
統性も確立されてきている。しかしL図形な「動
的な見方」の系統は下に示した表の通りであり，
第1学年のf色板ならベjの学習の後，次は，第
4学年となっている。このように，指導があくことに
ついて，問題はないとはいいがたいが，この第1
学年での色板ならべでの学習経験が基盤となっ
て.r合同Jr対称図形Jr拡大・縮小Jの学習で動
的な見方の育成が成り立っため，このf色板なら
ぺJでの学習経験は大きな意味をもロ。
指導学年 動的な見方の系統
第1学年 色紙ならべ(ずらす・回す・裏返す)
第2学年
第3学年
第4学年 角の大きさ(回転角)
第5学年 合同(ずらす・回す・裏返す)
面積(等積移動)
第6学年
対称、図形(ずらす・回す・裏返す)I 
拡大・縮小(伸ばす・縮める)
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6 第1学年「色桓ならぺ』の現状腺題
第1学年のf色板ならベjの学習は，先述した
構成活動のもつ2つ目の意義をもっ学習内容で
ある。しかし，この学習内容は，児童が楽しく活
動し.rさんかくを並べてこんな形ができたよ。」と
いった活動や創った形を発表する活動で終わっ
てしまう指導が非常に多く，学習の本質がつか
めていない授業が一般的になってしまっている
という現状が見られる。
この色板ならべの学習は.r色板を並べてい
ろいろな形をつくることができた。 Jr色板を並べ
ることを意欲的に楽しんで活動できた。 Jというこ
とが目的ではない。基本図形を「ずらす(平行移
動)J r回す(回転移動)J r裏返す(対称移動)Jと
いう図形の「動的な見方Jにつながる基礎操作の
育成を重要視して指導されなければいけなし、。
ここでの学習が，今後の生成的・創造的な図形
指導につながる大切な学習内容であるという教
師の意識の欠如に大きな問題があるのである。
そして，先述した表で示したように.r動的な見
方Jにつながる基礎操作は，この第1学年「色板
ならベ」の学習以降はないことからもこの単元の
もつ重要性を改めて認識することが必要である。
7 図形の考繋に用いる基礎撮作を育成する
構成指導の損象デザイン
(1)単元 『色桓ならぺ(第1学年)J
(2)単元のねらい
0 色板や俸などを使って，様々な形をつく
ることに興味・関心をもち，意欲的に取り組
もうとすることができる。
0 図形についての基本的な見方・考え方を
身に付けることができる。
0 色板や棒などを使って，様々な形をつく
ることができる。
0 色板や棒などを使って，様々な形が構成
されていることに気づくことができる。
(3)単元計画(金五時間)
第 l時 色板による形づくり(面構成)
第2時色飯の動的な考察(本時)
第3時影絵遊び
第4時 ドット図による形づくり(点情成)
第5時 数え棒による形づくり(線構成)
(3 )主な本時の流れ
二枚の合同な直角二等辺三角形を使っ
て，形を作る。. 
できた形の作り方(基本図形の操作の仕
方)を説明する。
. 
ある形から決められた形を構成するための
操作の仕方を考える。. 
ある形から決められた形を構成するための
操作の仕方を説明する。
(2)慢象の実際
①色桓を操作していろいろな形を構成する活動
ム右のような二枚の合同な直角二等辺三角形を児童に与え，形を
構成する活動をおこなう。 園4
この三角形は表が黄色，裏が赤色となってお
り，裏返したかどうかが見て分かるようにしてい
る。
活動に入る前に，前時は，色板をたくさん使っ
てもよかったが.r2まいだけで作ることJ.r色板
のスタート地点(一枚は机の右端，もう一枚は机
の左端)があることJ.r後で，どのように動かして
?????
つくったかを伝えることができるようにすること」を
押さえ，構成活動に入らせていった。
児童がこの2枚の直角二等辺三角形を操作し
て，構成した形は，裏表を逆にして構成すると閉
じ形となる形を省くと，下の3つである。
4ア
図5 2枚の直角二等辺三角形で栴成される図形
【主な児童の発言の様子I
C 先生， rましかく」ができたよ。
C ぼくは， rさんかくJができた。
C わたしは，赤色の「さんかくJだよ。
C はじめのさんかくより，大きいさんかくだ。
C ななめにひしゃげたしかくもできた。
T できた形をどうやって動かしてつくったみん
なに教えてあげて。
C こうやって動かしてきて，こことここをくっつけ
たら，ましかくになった。
T はじめは，スタート地点から二つのさんかくを
ずらしてきたんだね。
(児童が動かしたように，三角形をずらす。)
T こことここをくっつけたと言ってくれたけど，ど
このことか分カ喝?指を指してみて。
C ななめとななめのところだよ。ここをくっつけ
れば，ましかくになるよ。
C かくっとしたかどがないところと，もう一つのさ
んかくも，同じかくっとしたかどがないところを
くっつければいい。
T なるほど。けどここから，どうやってくっつけた
の?動かせる人?
C こうやってぐるりと動かして，くっつけます。
T ぐるりと回したんだね。この動かし方「回
すJって言っていい?
C いいよ。さんかくを回してくっつけました。
T ずらして，くるりと回してくっつけるとましかく
がつくれるんだね。
T 大きなさんかくはどうやると作れるの?
C スタート地点から動かしてきで，このかどとか
どをくっつければ大きなさんかくになります。
T スタート地点からまず， 卜¥
ずらして，近づけたんだ ~ '" 
ね。そして，かどとかどを a・ ¥ 
合わせたっていったけど， .. 
e 図6
さんかくにならないよ?
C そうじゃない。かどとかどを合かせるんだけ
ど，はしとはしをびったり 4ト
合わせて，ここ(下の辺)を a量 、~，
まっすぐになるようにした一一一一 、
図7
ら大きなさんかくになるよ。
T ほんとになる?みんなやってみて!
C 大きなさんかくになづたよ。
T ずらして，はしとはしをびったりくっつけるとさ
んかくになるんだね。ましかくとさんかく以外に
形ができたひとはいますか?
C ましかくやさんかくのようにきれいでないけ
ど，ななめのしかくができました。
C あっ，それ，ぼくもできた。かんたんだよ。
T ななめのしかくができるというけt!， みんなっ
くれますか?動かして考えてみましょう。
(動かしながら考える。)
T みんなに説明できるかな。
C 
C 一度，さんかくをつ《ってから，黄色の色板
をくるりと回してくっつ貯るとできました。
T すごい， r回す」って言葉を使ってつくり方を
説明できたね。
②動的な樺作を通して，決められた形を構成
するための撮作の仕方を考え，観明する活動
・ー'
図8
色板3枚で上のような形から，色板一枚だけを
動かして魚の形をつくるように指示する。つくりか
える前に，どの色板をどう動かせば魚になるか考
えさせてから，動かしていくようにした。
? ?? ? ?
また，この第1学年という児童の年齢(6歳-7
歳)において，他者からの説明で操作を伴わ
ず，純粋にことばだけで考え理解してし、くことは
非常に抵抗のある段階である。
そのため，自分の考えを説明する際には，自
分が実際に構成した「行動(操作)Jに訴えなが
ら，ことばを使うようにしていかないと他者に説明
をすることが難しいだけでなく，他者に自分の考
えを理解してもらうことも困難である。児童の説
明では，ことばでの説明よりも，実際の操作を相
手に見せることを重視させるようにした。
T この形から，色板を一枚だけ動かします。ど
う動かすと，魚になるか考えましょう。まず，頭
の中で動かしから，実際に色板を動かして確
かめてみましょう。
C 一番下の色板を動かして回せばいいです。
ち‘M
ず8す
図9
T まず，下の色板をずらすんだね。そして，次
に回すんだね。あれ?魚にならないよ。
回?一、
A -砂
図10
C 回し方がちがう。ぴったりかさなるようにはし
とはしをくっつけるから，反対に回すと，ぴっ
たりlこくっつくよ。
回すム【時
図11
T 始めにずらして，次に回すんだけど，はしと
はしがぴったり重なるように回すんだね。先生
の言葉に合わせて，動かしてみましょう。
T はじめに，下のさんかくをずらします。
ち‘M
次に，ずらしたさんかくを，はしとはしがぴっ
たりくっつくように回します。
ム~.
図13
T 隣の人にどう動かしたか見せてあげましょう。
T 次は， 4枚でましかくをつくりま
す。このましかくから，家を作る
にはどう動かせばいし、か考え
ましょう。
C 色板をずらして上に動かします。 図14
T 上にずらしたんだね。
C そして，くるりと回して，ずらしてくつつけま
す。すると家になります。
す§す
1:+ 
.酎
ず8す
4・
図15
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T どうやって動かしたか分かった?
C 色板をずらして，くるりと回してくっつけた。
C 先生，けど，それだと，家の屋根の色がちが
うよ。屋根の色が一緒の家もできる。そのあ
と，屋根のところの三角を裏返しにすればい
い。そしたら，色も一緒になる。
C 同じ色の屋根にするやりかたでもっとはやく
作れるよ。一回でできる。ここをパタンと裏返
せばできる。
E遣す
-砂
図16
C ほんとだ。一回裏返せばできるね。
T どっちの動かし方でも作れるね。
C でも，先生，こっちの方がすぐに作れるし，
どっちも結局裏返すから初めから裏返す方が
いいです。
T じゃあ，先生の言葉に合わせて動かしてみる
よ。
T 裏返す。
C できた。すぐできた。
T 隣の人にどう動かしたか見せてあげましょう。
T 色板を使って，形をつくったり，もとの形から
別の形に作りかえたりしたけど，どう動かしたら
つくれたかな。
C 回したり，裏返したりしました。
T 回したり裏返したりだけだった?
C ずらして動かした。
8 省察
児童は，実際に操作する中で思考を働かせ，
いろいろな形を倉IJったり，きめられた形を作り上
げたりしていった。その中で，図形を考察してい
く基礎的な操作となる「ずらすJr回すJr裏返す」
を五感を通して，身につけてし、くこととなるが，相
手に伝える場面では，実際に操作しながら， rこ
う，動かした。 Jrこうしてから，ここにもってきた。 J
というような言い方の伝え方が多かった。その際
に，教師が，児童の「こうやると， J rこんなふう
に， Jといった指示語を「ここに，ずらしたんだ
ね。 Jrここで，回してからザらして，ひつつけるん
だね。 Jr始めに裏返しにしたんだね。 Jと児童の
色板の動かし方とそれに対応する基礎操作の
「ずらすJr回すJr裏返すJといった言葉をつなげ
ていくことで，全員ではないが， rずらすJr回すJ
「裏返す」といった基礎操作のイメ→ジにつなが
ることばを使う児童がで多くで始めてきた。第 1
学年という児童の発達段階では， rζとばjよりも
「操作Jを重要視することが大切であるが，動的
な操作のイメージ化につながることばを教師が
児童の説明の補足として使っていくζとは有効で
あるのではないかと省察した。しかlいあくまで，
ここでは，基礎操作を何度も体験させることが重
要であり，このことばを児童に強く求める必要は
ないと考えている。
形を創り上げたり，決められた形の創り方を発
見したりすることを図形の基礎操作を通して直観
的・発見的思考に麿きをかけていくことが重要で
あり，今後も他の学年において有効な単元をさ
ぐっていきたb、。
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